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講演会の記録

2020年（令和2年） 2月1日　新年交礼会

テーマ ： 「天・地・人」次世代災害支援システム

講演者 ： 室蘭工業大学 大学院 工学研究科 しくみ解明領域
 　　副学長・教 授　　董　 冕 雄 様

2021年（令和3年）1月27日　新年講演会

テーマ ： 北海道開発の展望
 ～日本のみらいを切り開く～

講演者 ： 国土交通省北海道開発局長　　倉 内 公 嘉 様

※オンライン開催

2019年（令和元年） 6月28日　総会

テーマ ： 北海道から民間初の宇宙空間到達
 ～宇宙品質にシフト MONO３号機の挑戦～

講演者 ： インターステラテクノロジズ株式会社
 　　　　　堀 尾 宗 平 様 （機械航空H27年卒）

トウ　　 メン  ユウ
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2022年（令和4年） 6月30日　総会

テーマ ： 第４期中期目標・中期計画の実施に向けて

講演者 ： 室蘭工業大学　
 　　学　長　　空 閑 良 壽 様

※対面およびオンライン中継

2021年（令和3年） 11月19日　秋の講演会

テーマ ： 先端 I CTと私たちの挑戦
 ～サスティナブルな社会実現のために～

講演者 ： 室蘭工業大学 大学院 工学研究科
 情報システム学ユニット　准教授

 文部科学省　卓越研究員　　　太 田　 香 様

※オンライン開催

学長講演 泉田顧問表彰
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講演会の記録

2022年（令和4年） 11月25日　秋の講演会

テーマ ： 合成開口レーダによる地球環境計測

講演者 ： 室蘭工業大学 しくみ解明系領域 知能情報学ユニット
 　　助　教　　泉　 佑 太 様

※オンライン開催

2023年（令和5年） 6月23日　総会

テーマ ： 共創の場形成支援プロジェクト
 　アシルトイタによる心と体に響く
 　　　　　　新しい食の価値共創拠点

講演者 ： 室蘭工業大学 大学院 工学研究科
 クリエイティブコラボレーションセンター長

 　　教 授 　　徳 楽 清 孝 様

徳楽教授講演

コロナ禍を抜けて寮歌斉唱
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2023年（令和5年） 11月29日　秋の講演会

テーマ ： 先端 I CTと私たちの挑戦
 ～サスティナブルな社会実現のために～

講演者 ：室蘭工業大学 大学院 工学研究科 もの創造系領域
 　　教 授 　　有 村 幹 治 様
※対面・オンライン開催

2024年（令和6年） 2月10日　新年交礼会

テーマ① ： 学長就任9年間を振り返る

講演者 ： 室蘭工業大学　
 　　学　長　　空 閑 良 壽 様

テーマ② ： コンピュータ科学センターの
 　　　　　　「これまで」と「これから」

講演者 ： 室蘭工業大学しくみ解明系領域システム情報学ユニット
 コンピュータ科学センター長　教授　　太 田　 香 様

空閑学長講演 太田教授講演

有村教授 講演
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札幌支部役員名簿 2024年（令和６年）６月現在

名誉顧問 三 井 　 尚 電 気 S41 
名誉顧問 瀬 川 修 一 土 木 S44   
名誉顧問 武  田 　寛 建 築 S45 
顧　　問 高 宮 則 夫 開 発 S47 会　長 
参　　与 田 中 輝 幸 開 発 S51 理　事 水元技術士会 会長
参　　与 松 橋 良 和 土 木 S56 代議員 ドーコングループ室蘭工大会
支 部 長 中 村 範 仁 電 気 S62 理　事
副支部長 河  村 　巧 土 木 S57
副支部長 笹 浪 圭 吾 開 発 S59 代議員
副支部長 宮 崎 雅 年 応用物性 S59
副支部長 縄 田 健 志 土 木 S61 代議員
副支部長 山 本 寿 美 土 木 S61
副支部長 新 沼 寛 明 土 木 H5
監　　事 石 塚 義 則 機 械 S54
監　　事 一岡美佳子 情 報 H8
事務局長 伴 野 純 一 土 木 S61 理　事
副事務局長 山  本 　淳 開 発 H3
副事務局長 亀  石 　暁 建築システム H7  ドーコングループ室蘭工大会
幹　　事 佐々木大輔 土 木 H2
幹　　事 齋藤由佳子 工業化学 H3
幹　　事 野 呂 昌 司 土 木 H4
幹　　事 松  本 　剛 開 発 H5
幹　　事 岩 本 英 規 土 木 H5
幹　　事 本 田 行 雄 材料物性 H10
幹　　事 藤  原 　篤 応用化学 H11
幹　　事 石 川 孝 志 建築システム H11
幹　　事 奥  山 　甫 材料物性 H17  札幌市役所水元会

役　職 学　科 卒年 本部役職 備　考
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Design 矢 城 真 理

室蘭工業大学同窓会札幌支部 設立70周年記念誌

　新型コロナウイルス感染症の影響で、3年間対面での新年交礼会や講演会

が行うことができなかったこともあり、設立70周年記念誌はどうしようか…と

否定的な雰囲気の中、高宮前支部長と宮崎前事務局長が「是非作りたい。

事務局長が最後の仕事として頑張りたい。」と熱い発言からスタートしました。

　令和2年の年明けからのコロナ禍でしたが、「対面では集えないがリモート

でできないか、同窓会の灯を消してはいけない。Zoom会議のようにでき

ないか！」当時高宮支部長が「電気職の中村君 何とかできないか？」と熱い

眼差しで訴えかけられ、「友人から機材を借りたらできるかもしれない…」

と返事をしてしまったのが始まりでした。Zoomの調達とパソコンは宮崎

事務局長が担当してくれました。高宮支部長から「Zoom会議は旨くいって

好評だ♪ 次は、カメラを増やして参加者の様子も写したい…」 「次の新年

交礼会も…」 と次々と来る要請に、借りるのが大変なので、「機材をそろえて

しまおう！ 映像スイッチャー以外はヤフオクで…」と今があります。

　高宮支部長が、同窓会会長となり、後任に私が支部長になり、挨拶等で

別な動きをするので、映像切替操作は、新沼副支部長、亀石副事務局長が

担っていただくなど、担当の交代も始まりました。

　人間は、試練が来ても「大事にしたいものを何とかしたいと考えて、対応し

成長するんだ！」…とこの出来事一つとってもそう思います。ならば、この

厳しい状況でもきっと明るい未来がある…。

　設立80周年には…と明るい希望を！

　2025年（令和7年）

札幌支部長　中 村 範 仁　　　　
（電気工学科 昭和62年卒）
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